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（協議内容）
第2条 県協議会は，相談支援体制構築に関する次の事項について
協議を行う。
(5) 相談支援従事者の人材育成・研修のあり方に関すること。



1.はじめに(1)

• 平成２５年に障害者総合支援法が施行され、いわゆ
る３障害のみならず、発達障害・高次脳機能障害・
難病などの受給対象者が増え、サービス管理責任者
や相談支援専門員等の障害福祉従事者の資質向上が
急務となってきました。

• 鹿児島県障害者自立支援協議会では，より効果的な
人材育成や相談支援の質の向上等の検討を行う専門
部会として、平成27年度に「相談支援部会」を設置
しています。

• 障害福祉に従事する人材を効率的かつ効果的に育成
することを目的に、求められる役割、研修で伝える
ポイントや研修体系を整理した「人材育成ビジョ
ン」を相談支援部会で検討し、当協議会が策定しま
した。



1.はじめに(2)

• この「人材育成ビジョン」は，相談支援従事者をは
じめ、 障害福祉職場に従事する全ての者を対象とし
ています。各事業所における従事者のスキルアップ
等の人材育成に活用されることを期待します。

• このことは、近い将来見込まれている『主任相談支
援専門員（仮称）』や『サービス管理責任者現任研
修（仮称）』などにも柔軟に対応できる体制づくり
につながるものです。



障害福祉従事者に求められる資質を

３つの枠組で整理すると・・

①価値観 ～対人援助やコミュニケーション技術に関する

専門職としての姿勢､人権擁護や虐待等に関す

る倫理観。

②知 識 ～ 障害福祉を推進するために必要な知識。

③スキル ～ 障害福祉に携わる者に必要な技術。

（技術）

２．障害福祉従事者に求められるものは・・・



（1）価値観とは
価値観に必要な要素は！

a.  本人中心
…本人が､自分の人生を自己決定できるように

（エンパワメント､ストレングスの視点）

b.  人 権
…権利擁護・虐待防止
（ノーマライゼーション・インクルージョン）

c.  専門職倫理
…障害福祉従事者としての職業倫理

２．障害福祉従事者に求められるものは・・・



（2）知識

障害福祉を推進するために必要な知識。

援助技術や法制度、当事者理解などが必要。

a.  援助技術

…ケアマネジメント技法・面接技法など

b.  法制度・システム

…障害者総合支援法・差別解消法など

c.  当事者理解

…当事者に寄り添い、障害種別ごとの理解

２．障害福祉従事者に求められるものは・・・



２．障害福祉従事者に求められるものは・・・

（3）スキル

障害福祉に携わる者に必要な技術｡

感じる力、うごく力、つなげる力が必要。

a. わかる・感じる

…本人や社会の思い、ニーズに気づく

b. うごく・かかわる

…フットワーク、権利擁護の視点を持ち支援する

c. つなげる・広がる（ネットワーキング）

…協同する仲間を作り､支援体制を構築し社会に

働きかける



対象理解

援助理論法制度
地域システム

権利擁護

地域移行・定着

ケアマネジメント技法

コミュニティーワーク

人権

本人中心専門職
倫理

人間の尊厳

社会正義

ストレングス

エンパワメント

インクリュ―ジョン

ノーマライゼーション

価値観

①

関係形成力

想像力
交渉力

調整力

説明力

推進力
②
知識

情報収集力

分析力

判断力

想像力

③
スキル

対話力　　実行力

継続力

うごく・かかわる

わかる
感じるつながる

広げる

障がい福祉従事者基礎力

他職種の方と

当事者の方と

各地域の実情に
あわせて

２．障害福祉従事者に求められるものは・・・

障害福祉従事者基礎力



• ストレングス…本人が元来有する「強さ、能力、意
欲」に着目して、それを引き出し、活用していくこと。

• エンパワメント…一般状況と比べてパワレス状況にあ
る者が、本人の意向にそって、支援者とともに個々が
有する能力の向上・社会環境の改善・個人と社会環境
との調整という方法により、そのパワレス状況を改善
していく過程。

• インクルージョン…全ての人々を孤独や孤立、排除や
摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげ
るよう、社会の構成員として包み支え合うこと。

• ノーマライゼーション…障害のある人もない人も、互
いに支え合い、地域で生き生きと明るく豊かに暮らし
ていける社会を目指すこと。

２．障害福祉従事者に求められるものは・・・



3. 鹿児島県における人材育成プロセス

研修体制の充実①

• 鹿児島県障害保健福祉圏域（以下「圏域」とい
います。）ごとに『県内アドバイザー』を選定
して各地域自立支援協議会や地域連絡協議会等
に派遣し、運営を盛り立てます。

• 国が開催する指導者養成研修への派遣推薦者に
ついて、各圏域でのバランス調整を行いながら、
相談支援部会において選定推薦することで、全
ての圏域における人材育成を図ります。



初任者

熟練者

相談支援専門員 相談支援
部会

サービス
管理責任者等

相 談 支 援 従 事 者 初 任 者 研 修

相談支援専門員
現任研修

サービス（児童発達
支援）管理責任者

研修

相談支援従事者専門コース別研修

国指導者養成研修 県内アドバイザー 国指導者養成研修

推薦

連携

研修企画会議・
ファシリテーター

連携

サービス（児童発達
支援）管理責任者
フォローアップ研修

全体研修

各圏域研修

相談支援ネットワーク強化
事業による研修等

各圏域
個別検討会

研修企画会議・
ファシリテーター

推薦

強度行動障害支援者養
成（基礎・実践）研修



3. 鹿児島県における人材育成プロセス

研修体制の充実②

• 現行の法定研修に加えて、任意研修（専門コース別
研修等の法定外研修）や地域で企画運営される研修、
OJT等を通して、さらに資質向上を図ることができ
る体制を整えていきます。

• 各圏域での研修体制を確立するとともに、それぞれ
の地域ニーズに即した研修に取り組み、実践力のあ
る障害福祉従事者の育成及び指導的ファシリテー
ション能力を備えた次世代指導者（地域リーダー）
育成に取り組みます。

※ＯＪＴ （On-the-Job Training）
職場内研修のこと。日常の職務を通じての研修であり，職場の上司や先輩から実際の仕事に即して，
必要な知識や技能等（価値観や倫理観）を計画的，体系的に指導する教育訓練



県相談支援部会

鹿児島県相談支援
ネットワーク会議
（ＫＧＳＮ）

各市町村基幹相談
支援センター

地域連絡協議会（圏域）

鹿児島県障害者自立支援協議会

各市町村（自立支援）協議会

連携

参加・事例提供

地域アドバイザー派遣

気
づ
き
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

個別事例A
・計画相談
・障害福祉サービス

<サービス担当者会議>
・相談支援専門員
・サービス管理責任者

個別事例B
・計画相談
・障害福祉サービス

<サービス担当者会議>
・相談支援専門員
・サービス管理責任者

事例検討 ニーズに応じた研修

ファシリテーター養成

委託相談支援事業
所

連携

研
修
企
画
・運
営

OJT

OJT

※事例検討等を重ねることで、効果的、
実践的なOJTが期待されます
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